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 （設置） 

第１条 大阪大学大学院人文学研究科外国学専攻及び外国語学部（以下「専攻等」

という。）に人権問題委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は、専攻等における人権侵害（ハラスメントを含む。以下同じ。）

を防止し、及びこれらに起因する問題が生じた場合に必要な対策を講じること

により、教職員及び学生のすべてが、個人として尊重され、快適な学習、研究

及び職場環境を得る権利を保障することを目的とする。 

 （任務） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を行う。 

(1) 人権侵害の防止に関する研修・啓発・意識調査 

(2) 人権侵害に関する相談員（以下「相談員」という。）の配置 

(3) 人権侵害の対応として調査委員会又は調停委員会の設置 

(4) 人権侵害に関する苦情の申し出等に係る調査委員会等の調査結果等の専攻

等の長への報告及び解決策の勧告 

(5) 加害者に対する処分の必要の有無判定 

(6) 再発防止策の検討 

(7) 人権侵害に関する対応措置に対する不服申立てへの対応 

(8) 大阪大学ハラスメント相談室から苦情相談への対応要請を受けた場合にお

ける同相談室の協力を得た事実関係調査及び解決策の実施 

(9) 前号の調査及び解決策に異議申し立てを受けた場合における再調査の必要

性の検討及び対応 

(10) 措置不履行の改善申し立てを受けた場合における専攻等の長への改善勧

告 

(11) その他専攻等の長が必要と認める事項 

 （組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) 外国学専攻会議及び外国語学部教授会（以下「教授会等」という。）にお

いて、その構成員のうちから専攻等の長が指名する教員 ６名 

(2) 前号に掲げる者以外で委員会が特に必要と認めた者 

 （任期） 

第５条 前条第１号に規定する委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員

の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 前条第２号に規定する委員の任期は、その都度定める。 

３ 委員は、再任されることができる。 

 （委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、委員が互選する。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員のうちから委員長があらかじめ指名する者

が、その職務を代理する。 

 （議事） 

第７条 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員

長の決するところによる。 

 （調査委員会） 

第８条 調査委員会は、人権侵害に関する苦情申立て事案について、人権侵害の

事実関係を２か月以内に明らかにすることを任務とする。 

２ 前項の調査期間については、やむを得ない事情があると認められる場合は、

相当期間これを延長することができる。 

３ 調査委員会は、委員会が推薦した教員２名及び人文学研究科箕面事務部（以

下「事務部」という。）箕面事務長が推薦した事務職員１名で組織し、専攻等

の長が委嘱する。４ 調査委員会には、必要に応じ、学内又は学外の法律専門

家１名を構成員に加えることができる。 

５ 調査委員会の委員は、当該任務を終了したときは、解任されるものとする。 

６ 調査委員会の議事等については、別に定める。 

 （調停委員会） 



第９条 調停委員会は、人権侵害に関する調停の申立て事案について、申立人及

び被申立人間での話し合いによる解決を図ることを任務とする。 

２ 調停委員会は、委員会から選出された３名の委員で組織する。 

４ 委員は、当該任務を終了したときは、解任されるものとする。 

５ 調停委員会の議事等については別に定める。 

 （相談員） 

第１０条 相談員は、専攻等における学生及び教職員等からの人権侵害に関する

相談に対応することを任務とする。 

２ 相談員は、委員会が推薦し教授会等が承認する教員３名及び委員会が推薦し

箕面事務長の同意を得た事務職員１名とする。 

３ 相談員の任期は、２年とする。ただし、補欠の相談員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

４ 相談員は、再任されることができる。 

５ 相談員は、相談者及び被害者の意志を尊重して解決策を協議し、その精神的

なケアに努めることとする。 

６ 相談員は、関係者のプライバシーを厳守し、必要な場合には委員会及び大阪

大学ハラスメント相談室と連携をとりつつ、迅速に対応しなければならない。 

 （服務） 

第１１条 委員会、調査委員会及び調停委員会の委員並びに相談員は、任務上知

ることのできた秘密を漏らしてはならない。その任を退いた後も同様とする。 

 （庶務） 

第１２条 委員会の庶務は、箕面事務部庶務係において総括し、及び処理する。 

 （雑則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が委員会に諮って定める。 

   附 則 

１ この規程は、平成１９年１０月１日から施行する。 

２ この規程の施行の後最初に任命される第４条第１項に規定する委員の任期は、

第５条の規定にかかわらず、半数の者にあっては平成２１年３月３１日までと

し、他の半数の者にあっては平成２２年３月３１日までとする。 

３ 平成１９年９月３０日以前に行われた人権侵害に関する苦情申立てにより設

置された調査委員会で継続中のものにあっては、この規程により設置されたも

のとみなす。 

   附 則 

 この改正は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この改正の施行の際、現に改正前の第４条第１号に規定する委員である者は、

改正後の第４条第１号に規定する委員とみなす。この場合において、その委員

とみなされる者の任期は、同日における従前の委員としての任期の残任期間と

同一の期間とする。 

３ この改正の施行の際、現に相談員である者の任期は、改正後の第１０条第３

項の規定にかかわらず、平成２５年３月３１日までとする。 

   附 則 

１ この改正は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この改正施行後、最初に任命される第１０条第２項に規定する教員の相談員

の任期は、改正後の第１０条第３項の規定にかかわらず、１名の者にあっては

平成３２年３月３１日までとし、他の２名の者にあっては平成３３年３月３１

日までとする。 

附 則 

１ この改正は、令和５年５月１１日から施行し、令和４年４月１日から適用す

る。 

２ この委員会は、大阪大学大学院人文学研究科におけるハラスメント防止等に

関する規程第４条に定める外国学専攻のハラスメント問題小委員会とみなし、

同専攻におけるハラスメント問題に関し、必要な事項を協議するものとする。 

３ 大阪大学大学院言語文化研究科言語社会専攻及び日本語・日本文化専攻の学

生については、第２条の規定にかかわらず、この規程により取り扱うものとす

る。 

４ 大阪大学大学院人文学研究科日本学専攻応用日本学コースの学生及び同応用

日本学講座の教職員については、当分の間、この規程により取り扱うものとす

るが、人文学研究科日本学専攻ハラスメント問題小委員会と連携して対応する

ものとする。 


